
改定版（令和7年） 現行版（令和6年） 改定理由 

土木工事施工管理基準 土木工事施工管理基準  

７．その他 ７．その他 
 

（１）工事写真 （１）工事写真  

受注者は、工事写真を施工管理の手段として、各工事の施工段階及び工事完成後明
視できない箇所の施工状況、出来形寸法、品質管理状況、工事中の災害写真等を写真
管理基準(案)により撮影し、適切な管理のもとに保管し、監督職員の請求に対し速や
かに提示するとともに、工事完成時に提出しなければならない。 

受注者は、工事写真を施工管理の手段として、各工事の施工段階及び工事完成後明
視できない箇所の施工状況、出来形寸法、品質管理状況、工事中の災害写真等を写真
管理基準(案)により撮影し、適切な管理のもとに保管し、監督職員の請求に対し速や
かに提示するとともに、工事完成時に提出しなければならない。 

 

（２）情報化施工 （２）情報化施工 
 

10,000㎥以上の土工の出来形管理については、「情報化施工技術の使用原則化につ
いて」（平成25年3月15日付け国官技第291号、国総公第133号）による。ただし、「Ｔ 
Ｓを用いた出来形管理要領（土工編）」は「３次元計測技術を用いた出来形管理要領 
（案）第2編 土工編」に読み替えるものとし、「ＴＳを用いた出来形管理の監督・検
査要領（河川土工編）」及び「ＴＳを用いた出来形管理の監督・検査要領（道路土工
編）」は「ＴＳ等光波方式を用いた出来形管理の監督･検査要領（土工編）（案）」に
読み替えるものとする。 

10,000㎥以上の土工の出来形管理については、「情報化施工技術の使用原則化につ
いて」（平成25年3月15日付け国官技第291号、国総公第133号）による。ただし、「Ｔ 
Ｓを用いた出来形管理要領（土工編）」は「３次元計測技術を用いた出来形管理要領 
（案） 土工編」に読み替えるものとし、「ＴＳを用いた出来形管理の監督・検査要領
（河川土工編）」及び「ＴＳを用いた出来形管理の監督・検査要領（道路土工編）」
は「ＴＳ等光波方式を用いた出来形管理の監督･検査要領（土工編）（案）」に読み替
えるものとする。 
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出来形管理基準及び規格値（案） 
 

改定版（令和7年） 現行版（令和6年） 改定理由 
単位：mm 単位：mm  

編 章 節 条 枝番 工 種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要 編 章 節 条 枝番 工 種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要 
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（ 袋 詰式 サン ドド
レーン工） 

 
位置・間隔ｗ 

 
±100 

100本に1ヶ所。 
100本以下は2ヶ所測定。1ヶ所に4本測
定。 
ただし、ペーパードレーンの杭径は対
象外とする。 
 
ペーパードレーン工においては、「３ 
次元計測技術を用いた出来形管理要領 
（案）」の規定による測点の管理方法
を用いることができる。 
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※余長は、適用除外 
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100本に1ヶ所。 
100本以下は2ヶ所測定。1ヶ所に4本測
定。 
ただし、ペーパードレーンの杭径は対
象外とする。 
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※余長は、適用除外 

 諸基準類との整合 

 
杭径Ｄ 

 
設計値以上 

 
杭径Ｄ 

 
設計値以上 

    全本数      全本数   

  
打込長さｈ 設計値以上 

    
打込長さｈ 設計値以上 

   

８ 締固め改良工 
（ サ ンド コン パク
ションパイル工） 

サンドドレーン、 
袋詰式サンドドレー
ン、 
サンドコンパクション
パイルの砂投入量 

 
― 

全本数 
計器管理にかえることができる。 
 
サンドコンパクションパイル工におい
ては、「３次元計測技術を用いた出来
形管理要領（案）」の規定による測点
の管理方法を用いることができる。 

 ８ 締固め改良工 
（ サ ンド コン パク
ションパイル工） 

サンドドレーン、 
袋詰式サンドドレー
ン、 
サンドコンパクション
パイルの砂投入量 

 
― 

全本数 
計器管理にかえることができる。 

 

 

  
諸基準類との整合 
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（スラリー撹拌工） 基準高▽ ０以上 杭芯位置管理表により基準高を確認 

   
（スラリー撹拌工） 基準高▽ ０以上 杭芯位置管理表により基準高を確認 

 
諸基準類との整合 

  「３次元計測技術を用
いた出来形管理要領
（案） 第８編 固結工
（ ス ラ リ ー 撹 拌
工） ・バーチカルド
レーン工編」による管
理の場合 

      「３次元計測技術を用
いた出来形管理要領
（案） 第８編 固結工
（スラリー撹拌工）
編」による管理の場合 

     

 
位置 

 
Ｄ／8以内 

全本数 
施工履歴データから作成した杭芯位置
管理表により設計杭芯位置と施工した
杭芯位置との距離を確認 
（掘起しによる実測確認は不要） 

 
位置 

 
Ｄ／8以内 

全本数 
施工履歴データから作成した杭芯位置
管理表により設計杭芯位置と施工した
杭芯位置との距離を確認 
（掘起しによる実測確認は不要） 

    
杭径Ｄ 

 
設計値以上 

 

工事毎に1回 
施工前の撹拌翼の寸法実測により確認 
（掘起しによる実測確認は不要） 

     
杭径Ｄ 

 
設計値以上 

 

工事毎に1回 
施工前の撹拌翼の寸法実測により確認 
（掘起しによる実測確認は不要） 

  

    
改良長L 

 
設計値以上 

全本数 
施工履歴データから作成した杭打設結
果表により確認 
（残尺計測による確認は不要） 

     
改良長L 

 
設計値以上 

全本数 
施工履歴データから作成した杭打設結
果表により確認 
（残尺計測による確認は不要） 
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